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QOL(クオリティ・オブ・ライフ)とはなにか 
－人が生きる質を考える－ 
What is Quality of Life?- Assessment of QOL and Well-being - 
 





















図 2 に「QOL 関連 4 項目の検討」とあります
が、ここに挙げたうち、"Examine the Quality 
of individual's Live"という言葉が一番近い
のじゃないのかなと考えられております。
1964 年になって"Quality of Life"という言葉
がきちっと使われたのが、ジョンソン大統領 
2004/11/6 QOL研究機構シンポジウム 1
Quality of Life の誕生
1945：QOL概念の登場はがん患者への臨床試験で始まる．




・Examine the Quality of individual’s Live
・Evaluate the Needs for Individuals
・Develop Program to Minimize the Deficits
・Devise Methods to Assess the Outcome Potential Program
1964：用語としてのQOLは米大統領の政策演説で初めて使用．
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図１ QOL 概念の誕生 
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2004/11/6 QOL研究機構シンポジウム 2










（日）Workshop in Tokyo；Quality of Life in Cancer Patients
以降，医療分野を中心に本格的なQOL研究が始まった
(Lyndon B.Johnson)の"Great Society Program"
という政策の発表の中の事でした。 










































   図２ QOL 概念の発展 





































































































































































































































































表１ QOL をみるために 
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 「健康」とは   
 Health is a state of complete physical, mental and 
social well-being and not merely the absence of disease 
















害分類(ICIDH, International Classification 





(ICD, Application of the International 
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て切り口がドーンと進んでしまったら、これ
はもうとんでもない事で、QOL という言葉は
むしろ存在しないほうがいいのかもしれない、
という事になるでしょう。QOL という言葉を
使う限り、どこか核心を突かなければいけな
い。切り口はどこから入ってもいいが、核心
となる部分はどこかにあるんだろうと、だか
らこそ、QOLという言葉が存在するのだと。 
 この核心の一が「健康」の概念ではないか
と言えるのですね。健康という概念を崩して
しまうとQOLというものが崩れるかもしれま
せん。と、いうのが今の実感ですね。こうい
う妙な事で、今QOLという事を考えておりま
す。これから、九州保健福祉大学QOL研究機
構は多分そういう方向へ進むだろうと思って
おります。序々にではありますが、こういう
一つの課題を担って進んでいきたい。そして、
QOL に関する情報の発信を期待しています。
そこで僕はこのQOL研究にすごい期待をして
いるんです。治療的な側面で、という論文な
らば沢山ある。しかし、薬学的側面で、こう
いう話が出てきたら、それこそ延岡が初にな
るんじゃないかなと思いますし、横断的にで
きればなおさらの事です。 
 ですから、薬学的な部分から、そして、保
健科学から、さらには社会福祉学的な視点か
ら実践的なやり方で、横断的に捉えられてい
くものが見つかれば、波紋のようなものが広
がっていく気がしています。ですから、どう
してもそれを探したい。そのきっかけをこの
5 年間で見つけたい。一つのかたちとして構
築するのはまだ10年15年とかかると思いま
すけれども、"QOL"という用語は多分存在する
だろうと思いますから・・・。 
 個人においては一番近いのはさっき出てき
たんですが、「満足」という事です。人に説明
する言葉で一番判りやすいのは「生きがい」
という事です。QOL と生きがいというのは非
常に近い言葉だと、僕は日本語として解釈し
ています。「生きがい」というのは何を指すの
かというのは概念ですから考え方に過ぎない。
「生きがいがありますか、ないですか？」と
いうのと「QOL はどうですか？」というのは
非常に近いニュアンスを持って使われている
なあというのが実感。ですから、生きがいと
いう言葉を考えるとQOLに近い結果が得られ
るのではないか、とも、考えています。 
 これを踏まえて、次のシンポジウムで具体
的にお話がつなげられれば幸いに思います。
以上で終わります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
